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■令和８年度の重点目標 

 

 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■校訓           なかよく はげむ 光の子 

 

 

 

 

 

■本校の将来ビジョン  福岡県における特別支援学校の『センター(中核)』を追い求める 

 

 

 

■学校教育目標 

障がいがある全ての児童生徒の基本的人権を尊重し、個々の能力・特性等に応じた教育の充実に努め、児童生徒の全

人的・調和的な発達を図るとともに、一人一人の可能性を最大限に伸ばし、将来、社会の一員として豊かな生活を営む

ことができる人間を育成する。   

 

■学校運営方針 
○全教職員の共通理解と連携・協働のもと、多様化する教育的ニーズを把握し、たくましく生きる力を育む指導内容・方

法を工夫し、創意と活力に満ちた教育活動を展開する。 

○地域社会、関係諸機関との連携を深めるとともに、地域から信頼され、地域に開かれた特色ある学校づくりに努め、

地域における特別支援教育のセンターとしての役割を充実させる。 

○学校と保護者が相互に連携・協働し、信頼関係を築く中で、教育活動の充実発展を図る。 

〇全教育活動をとおして、ＩＣＴ活用を推進し、教育内容の充実及び校務の効率化を図る。 

《目指す学校像》 
 

○楽しく深い学びができる学校 
○保護者が我が子の育ちを実感 
 できる学校 
○地域社会から信頼される学校 
○特別支援教育に係る専門性を 
 提供できる学校 
○共生社会の実現に貢献できる 
 社会に開かれた学校 

《目指す子供像》 
 

○健康で明るい子供 
○おもいやりをもって、人と

仲よくできる子供 
○素直で心豊かな子供 
○目標に向かって励む子供 
○役割を果たそうとする子供 

《目指す教師像》 
○子供の思いに寄り添い、愛情と使命
感をもって指導できる教師 

○常に課題意識をもち、謙虚に学び続
ける教師 

○特別支援教育の専門家として効果的
な指導ができる教師 
○豊かな人間性や社会性をもち、互い
を尊重しながら協働できる教師 

○子供たちがよりよく生きていくため
に努力を惜しまない教師 

学校番号 

特 22 

障がい種 
設置学部等 

訪 
小 中 

知的障がい ○ ○ ○ 

 

学校組織の活性化及び業務
の効率化の推進 

健康で安全な生活を送る
ための学校づくりの推進 

一人一人の可能性を伸ばす
教育の実践 

〇児童生徒一人一人の実態に応じ

た「わかる授業」を実践する。 

〇校内における交流及び共同学習

を推進し、子供相互の学び合いの機

会を増やす。 

○教科の系統性を反映させた新し

い年間指導計画の様式を検討する

とともに、作成及び活用に向けた取

組を推進する。 

〇文部科学省著作教科書（星本）の

内容の周知と活用の促進を図る。 

〇情報モラル教育の実施により

ICT 機器の適切な利用に努め、効

果的な活用を推進する。 

〇自他を認め合う活動を通して自

己肯定感・自己有用感を育成すると

ともに、一人一人の人権が大切にさ

れる学校風土を醸成する。 
 

○２部体制（小学部・中学部）による

教育活動を円滑に進めるため、学部

内・学部間の連携を密にする。 

〇部課長制による機能的な組織運

営を行い、計画的な人材育成を図

り、持続可能な組織運営に努める。 

〇学校教育研究を推進するため、関

係課・委員会との連携を深める。 

〇個別の指導計画と通知表を連動

することで業務の効率化を図る。 

〇校内支援体制の構築と校外関係

機関との連携強化に努める。 

〇４０周年事業に向け、全職員が協

力し、計画的・効率的に業務を遂行

する。 

○校外学習における緊急時対応マ

ニュアル（医ケア、発作）を作成・活

用し、緊急時対応の確実な実施に

努める。 

〇ヒヤリ・ハット事例の収集・分析及

び効果的な活用をとおして、職員の

危機管理意識の向上を図る。 

〇児童生徒のけがの防止に努め、

安全・安心に学校生活が送れるよう

教育環境の整備に努める。 

〇災害時に備え、各家庭と協力し、

児童生徒の実態に応じた防災備蓄

品の準備を確実に行う。 

 

本校マスコット 

キャラクター 

「やっしー」 



 
R７年度→R８年度 グランドデザインの変更点 

■令和７年度の重点目標 

 

 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７年度の反省・課題 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
■令和８年度の重点目標 

 

 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校組織の活性化及び業務
の効率化の推進 

健康で安全な生活を送る
ための学校づくりの推進 

一人一人の可能性を伸ばす
教育の実践 

○児童生徒一人一人の実態に応じ
たわかる授業を実践し、「子供の学
びを深める授業づくり」に努める。 
○学部間の連携を深め、系統的な
生活単元学習の内容の充実を図
る。 
○ＩＣＴ機器の適切かつ効果的な活
用を促進し、授業実践を交流する。 
○目標に挑戦し自他を認め合う活
動を通して、自己肯定感・自己有用
感の育成を図る。 
○「キャリアパスポート」の効果的な
活用を進め、発達の段階に応じた系
統的なキャリア教育を推進する。 

○協働体制の確立と業務内容の精

選及びＩＣＴ機器の効果的な活用に

より、業務の機能化・効率化を図る。 

○ＯＪＴによる計画的な人材育成を

図り、若年教員及びミドルリーダー

の育成に努めると共に、持続可能な

組織運営に努める。 

○地域における特別支援教育のセ

ンター的機能の充実を図り、組織的

な支援体制を充実させる。 

○２部体制（小学部・中学部）による

組織運営の円滑な実施に向け準備

を進める。 

○保護者並びに医療・福祉等関係

機関との連携を強化し、児童生徒

の指導及び支援の充実を図る。 

○外部専門家等の活用を通して、

効果的な指導体制及び教育環境づ

くりに努める。 

○医療的ケアが安全に実施できる

よう関係者間の連携を図る。 

○危機管理マニュアル等に基づい

た緊急時対応の確実な実施に努め

る。 

○災害時に備え児童生徒の実態に

応じた防災備蓄品の整備を行う。 

・「わかる授業」の実践 

・校内における交流・共同学習の推進 

・教科の系統性を反映させた新しい

年間指導計画の作成と活用 

・星本の活用の促進 

・情報モラルに基づいた ICT 機器の

適切な利用及び効果的な活用 

・一人一人の人権が大切にされる学

校風土の醸成 

・２部体制による学部内・学部間連携

の強化 

・主幹教諭を軸とした部課長制の機

能強化と持続可能な組織運営 

・学校教育研究を推進するための関

係課・委員会との連携強化 

・個別の指導計画と通知表との連動 

・校内支援体制の構築 

・４０周年に向けた効率的な業務遂行 

・校外学習における緊急時対応マニュ

アル（医ケア、発作）の作成と活用 

・ヒヤリ・ハット事例の活用による危機

管理意識の向上 

・児童生徒数増、工事関係に伴う安全

の確保と教育環境の整備 

・各家庭による防災備蓄品の準備の

徹底 

 

学校組織の活性化及び業務
の効率化の推進 

健康で安全な生活を送る
ための学校づくりの推進 

一人一人の可能性を伸ばす
教育の実践 

〇児童生徒一人一人の実態に応じ

た「わかる授業」を実践する。 

〇校内における交流及び共同学習

を推進し、子供相互の学び合いの機

会を増やす。 

○教科の系統性を反映させた新し

い年間指導計画の様式を検討する

とともに、作成及び活用に向けた取

組を推進する。 

〇文部科学省著作教科書（星本）の

内容の周知と活用の促進を図る。 

〇情報モラル教育の実施により

ICT 機器の適切な利用に努め、効

果的な活用を推進する。 

〇自他を認め合う活動を通して自

己肯定感・自己有用感を育成すると

ともに、一人一人の人権が大切にさ

れる学校風土を醸成する。 
 

○２部体制（小学部・中学部）による

教育活動を円滑に進めるため、学部

内・学部間の連携を密にする。 

〇部課長制による機能的な組織運

営を行い、計画的な人材育成を図

り、持続可能な組織運営に努める。 

〇学校教育研究を推進するため、関

係課・委員会との連携を深める。 

〇個別の指導計画と通知表を連動

することで業務の効率化を図る。 

〇校内支援体制の構築と校外関係

機関との連携強化に努める。 

〇４０周年事業に向け、全職員が協

力し、計画的・効率的に業務を遂行

する。 

○校外学習における緊急時対応マ

ニュアル（医ケア、発作）を作成・活

用し、緊急時対応の確実な実施に

努める。 

〇ヒヤリ・ハット事例の収集・分析及

び効果的な活用をとおして、職員の

危機管理意識の向上を図る。 

〇児童生徒のけがの防止に努め、

安全・安心に学校生活が送れるよう

教育環境の整備に努める。 

〇災害時に備え、各家庭と協力し、

児童生徒の実態に応じた防災備蓄

品の準備を確実に行う。 

 


